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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第48期
第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 847,361 975,425 4,429,194

経常利益又は経常損失(△) (千円) △74,924 △42,863 33,880

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △88,426 △46,416 2,422

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △89,018 △46,416 2,422

純資産額 (千円) 957,152 1,002,170 1,048,587

総資産額 (千円) 1,362,791 1,608,322 1,776,780

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △0.11 △0.06 0.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 70.2 62.3 59.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第48期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第48期第１四半期連結累計期間及び第49期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第48期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　また主要な関係会社についても異動はありません。

なお、報告セグメントについて当第１四半期連結累計期間より「リテール事業」と「ホールセール事

業」の２つの報告セグメントと致しました。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項

（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照くだ

さい。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで　以下、当第１四半期）におけ

るわが国経済は、東日本大震災による被害と電力不足の影響や、海外諸国の財政状況等に起因する円高な

ど、未だ本格的な回復の軌道に乗ったとは言い難い状況にあります。 

　このような状況下で、当社は、当第１四半期に、直接的に消費者に向き合う「リテール」事業と、得意先に

卸販売する「ホールセール」事業とに既存の業態を統合し、ブランド・組織・人員を２分する組織改編を

行いました。両事業の収益構造の確立を目指して、それぞれの顧客から求められる製品とサービス、オペ

レーションを明確にし、専門化、運営力向上に取り組んでまいりました。 

　消費者と直接向き合うリテール事業は、既存のショップ業態に百貨店ショップ及びＮＥＴ業態を包含し、

サービスの質を高めながら、客数の増加を目指してまいりました。得意先に卸販売するホールセール事業で

は、得意先数の拡大に向けたＷＥＢ受注システムの充実と「価値が価格を上回る」商品開発に取り組んで

まいりました。 

　 

　売上高は前年同期比15.1％増の９億76百万円となりました。リテール事業では、既存店の好調な推移に加

え、前第２四半期以降の新規出店による店舗数の増加により売上増となりました。ホールセール事業では、

既存ブランドの販売増に加え、バリュープライス企画商品の受注が大きく拡大したことにより大幅な増収

となりました。 

　利益面では、売上増に伴い売上総利益は前年同期比13.5％増となりましたが、販売費及び一般管理費は

3.7％増にとどまったことにより、営業損失は34百万円（前年同期に対し38百万円改善）となり、経常損失

は42百万円（前年同期に対し32百万円の改善）となりました。四半期純損失は46百万円（前年同期に対し

42百万円の改善）となり、いずれも計画どおりに推移しました。 

　 

リテール事業 

　売上高は、前年同期比4.4％増の７億円となりました。 

ショップ業態では、エリアマネージャー体制や販売員教育など、これまでに取り組んできた施策によるオペ

レーション力向上に一層努めてまいりました。その結果、既存店ベースの売上高は4.0％増と好調な推移と

なりました。また、前期に６店舗、当第１四半期に１店舗の閉店がありましたが、一方で前期に11店舗、当第

１四半期に３店舗の新規店舗を開設したことにより、店舗数は前年同四半期末と比較して７店舗増の141店

舗となりました。その結果、ショップ業態の全店ベースの売上高は、前年同期比6.0％増の６億11百万円とな

りました。なお、震災の影響により、前期末において５店舗が休業しておりましたが、４月以降順次営業を再

開し、５月末までに全店が営業再開することができました。
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今春より新規にスタートしました「ｆａｓ」ブランドのショップは、本年４月に２店舗オープンし、７店

舗の展開となり、売上高は、24百万円となりました。 

　ＮＥＴ業態の売上高は前年同期比26.8％増の59百万円となりました。アクセス客数は減少したものの、お

客様のニーズに対応したサイトづくりに努めた結果、購買客数、客単価ともに増加し増収となりました。 

　以上の結果、リテール事業全体の売上高は前年同期比4.4％増の７億円となり、セグメント利益（営業利

益）は50百万円となりました。 

 

ホールセール事業 

　売上高は前年同期比56.7％増の２億75百万円となりました。既存ブランドの取扱い高が増加したことに加

え、バリュープライス企画の受注が大幅に増加したことにより、GMS（総合スーパー）、専門店ともに大幅な

増収となりました。セグメント損益については、例年、第１四半期は利益確保が困難な状況にありますが、収

益拡大に努めた結果、５百万円の損失となりました。

　
(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して１億68百万円減少し、16億8百万円

となりました。主な減少は受取手形及び売掛金１億89百万円であります。 

　負債は前連結会計年度末と比較して１億22百万円減少し、６億３百万円となりました。主な減少は支払手

形及び買掛金１億43百万円であります。 

　純資産は前連結会計年度末と比較して46百万円減少し、10億２百万円となりました。これは四半期純損失

によるものです。 

　以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の59.0％から62.3％となりました。 

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題にについて重要な変更はありませ

ん。

　
(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、研究開発費の計上はありません。

　
(5)従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　
(6)生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において生産実績が前年同期比40.6％増、販売実績が前年同期比15.1％増と

なりました。この理由につきましては、３「財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」(1)

業績の状況に記載のとおりであります。

　
(7)主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末にお

ける計画の著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000,000

計 1,000,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 790,093,101790,093,101
大阪証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら制限のない、当社にお
ける標準となる株式です。な
お、当社は種類株式発行会社で
はありません。
普通株式は振替株式であり、単
元株式は1,000株であります。

計 790,093,101790,093,101― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 790,093 ― 903,408 ― 221,490

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 82,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

789,797,000
789,797 ―

単元未満株式 普通株式 214,101 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 790,093,101― ―

総株主の議決権 ― 789,797 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,055,000株(議決権1,055個)

が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式112株が含まれております。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社キムラタン

神戸市中央区港島六丁目６
番地２神和ビル

82,000 ― 82,000 0.01

計 ― 82,000 ― 82,000 0.01

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、神明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 107,386 126,269

受取手形及び売掛金 695,358 ※
 505,657

商品及び製品 733,992 755,049

仕掛品 7,811 6,641

原材料及び貯蔵品 36,750 31,816

その他 33,700 27,247

貸倒引当金 △17,455 △15,979

流動資産合計 1,597,544 1,436,703

固定資産

有形固定資産 80,470 78,094

無形固定資産 27,411 24,624

投資その他の資産

破産更生債権等 445,322 440,832

その他 37,620 38,072

貸倒引当金 △411,588 △410,004

投資その他の資産合計 71,353 68,899

固定資産合計 179,236 171,618

資産合計 1,776,780 1,608,322

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 368,060 224,490

短期借入金 108,000 168,000

1年内返済予定の長期借入金 46,700 39,700

未払金 95,659 78,896

未払法人税等 8,712 2,705

返品調整引当金 14,000 9,400

ポイント引当金 3,800 3,800

その他 80,219 76,115

流動負債合計 725,152 603,107

固定負債

資産除去債務 3,041 3,044

固定負債合計 3,041 3,044

負債合計 728,193 606,152

純資産の部

株主資本

資本金 903,408 903,408

資本剰余金 221,490 221,490

利益剰余金 △72,091 △118,507

自己株式 △4,219 △4,220

株主資本合計 1,048,587 1,002,170

純資産合計 1,048,587 1,002,170

負債純資産合計 1,776,780 1,608,322
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 847,361 975,425

売上原価 434,590 507,177

売上総利益 412,770 468,247

返品調整引当金戻入額 5,000 14,000

返品調整引当金繰入額 1,000 9,400

差引売上総利益 416,770 472,847

販売費及び一般管理費 489,730 507,804

営業損失（△） △72,960 △34,957

営業外収益

受取配当金 34 －

その他 448 436

営業外収益合計 482 436

営業外費用

支払利息 2,232 2,755

その他 213 5,588

営業外費用合計 2,446 8,343

経常損失（△） △74,924 △42,863

特別利益

投資有価証券割当益 4,816 －

貸倒引当金戻入額 2,038 －

特別利益合計 6,855 －

特別損失

固定資産除却損 － 1,164

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 18,099 －

訴訟関連損失 － 574

その他 389 363

特別損失合計 18,489 2,102

税金等調整前四半期純損失（△） △86,559 △44,966

法人税、住民税及び事業税 1,867 1,449

法人税等合計 1,867 1,449

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △88,426 △46,416

四半期純損失（△） △88,426 △46,416

EDINET提出書類

株式会社キムラタン(E02628)

四半期報告書

10/18



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △88,426 △46,416

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △591 －

その他の包括利益合計 △591 －

四半期包括利益 △89,018 △46,416

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △89,018 △46,416

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
※　  手形割引高及び裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

受取手形割引高 30,816千円 46,067千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 10,376千円 8,655千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

配当金の支払いはありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

配当金の支払いはありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社および当社の連結子会社は、主としてベビー衣料・子供服の販売を行っておりますが、全セグメ

ントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める前掲のアパレル事業

の割合が、いずれも90％を超えているため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額　　　　　(注)

１

四半期連結損益
計算書計上額　
(注)２リテール　　　事業

ホールセール　事
業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 700,380 275,045 975,425 ― 975,425

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 700,380 275,045 975,425 ― 975,425

セグメント利益又は損失
(△)

50,000 △5,962 44,037 △78,995 △34,957

(注)１　セグメント利益の調整額△78,995千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費であります。

　　２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

平成23年４月１日付で組織変更を行っております。これに伴い、新たな社内業績管理体制を構築したた

め、業績評価についても変更を行い、当第１四半期連結累計期間より「リテール事業」と「ホールセール

事業」の２つの報告セグメントと致しました。

　なお、当該組織変更を反映した前第１四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高及び損失の金

額に関する情報は、当該情報を作成することが困難であるため、当四半期連結累計期間について前連結会

計年度の区分方法により区分した情報により作成しております。

　
　　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他
四半期連結損益計算書

計上額
アパレル事業

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 975,425 ― 975,425

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ―

計 975,425 ― 975,425

セグメント利益又は損失
(△)

△34,957 ― △34,957
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額(△) △0円11銭 △0円06銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失(△)　(千円) △88,426 △46,416

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △88,426 △46,416

    普通株式の期中平均株式数(株) 790,012 790,010

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月８日

株式会社キムラタン

取締役会  御中

　

神明監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    竹    川    正    剛    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    角    橋    　　　実    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社キムラタンの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月 １日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キムラタン及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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